
（１）事業の概要等

令和 6 年度

（２）事業費

（３）業績

単位

（４）事業の評価

千円

実施計画事業 〇

評価対象年度

活動指標 バス停の待合環境整備箇所数（累計） か所

維　持（改　善） 事務事業評価による額事業の方向性

E（廃止）業務自体を無くせるか

― ―

0

R（入替・代替）手順や担当を変えられるか

C（結合）作業をまとめられるか

今後の
実施内容

小牧市地域公共交通計画に定めた計画の目標を達成するために行う事業に順次取り組んでいく。
令和８年４月の運転手不足などの影響は大きく受けるものの、可能な限りサービス水準は維持したう
えで、運行事業者と連携・協力しながら、経常経費の削減に努めるとともに、利用促進による料金収
入の増加を図れるよう検討していく。

事業の実施により、新型コロナウイルス感染症拡大による影響により減少した利用者数は年々増加
傾向にある。
こまき巡回バスの乗車の際に料金を納付した利用者に対し配付するピーチバス割引券をピーチバス
の乗車時に提出することで乗車料金から５０円割り引かれる。令和６年度の利用状況は以下のとお
り。
・利用枚数：1,616枚（令和６年度）
・負担金額：80,800円（こまき巡回バス利用促進負担金）
・利用率：0.6％（令和６年度こまくる利用券配布枚数から算出）

事業の目的の
達成状況

及び
指標の

達成状況

No

No

No

事
業
の
実
施
状
況

S（単純化）もっと簡単にできるか Yes

実績 13 26 31 35

目標 ― ―

― 2,735

実績 1,804 2,088 2,269 2,382
指
標

指標ほか Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

成果指標

Ｒ6 Ｒ7

こまき巡回バス「こまくる」の
1日平均利用者数

人
目標 ― ― ―
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事業費合計（Ｃ＝Ａ+Ｂ） 千円 371,790 381,304 364,937 367,370

人件費（Ｂ） 千円 7,921 7,921 7,921 15,445

人件費 0.15

2正規職員 人 1 1 1

予算額 千円 375,230 385,949 361,415 360,583 393,103

対前年比 ％ ― 102.61% 95.62% 98.57%

Ｒ6 Ｒ7

直接経費
決算額

財源
一般財源

千円

363,869 373,383 357,016

計（Ａ） 363,869 373,383 357,016 351,925

351,925

国・県支出金

事
業
費

項目 単位等 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

その他

0.15会計年度任用職員 人 0.15 0.15

「小牧市地域公共交通計画に位置付けられた各種事業を実施することで、「小牧市まちづく
り推進計画」のまちの姿である『過度に自動車に依存することのない暮らしを実現するた
め、利用しやすい交通手段のあるまち』の実現が期待できる。

事業概要

市内の公共交通の空白地域の解消及び公共施設の利用促進を主な目的として、別に協定を
締結した一般乗合旅客自動車運送事業者に、こまき巡回バスの運行事業を実施させるとと
もに、持続可能なサービスの提供及び利便性を確保するため、概ね５年サイクルで運行体制
やルート等の見直しを実施する。

事業の経緯
・

年度計画

8 目 3 大 3 中1 事業区分 その他（評価対象） 款 2 項

改善
取組内容

ピーチバス利用促進のために実施しているこまき巡回バス利用者のピーチバス料金割引制度について、利用状況等を踏
まえ、廃止することにより、事業費の削減（削減額の内訳、こまき巡回バス利用促進負担金の約80千円）を図る。

令和７年度 詳細評価シート
事業番号 B2401

事務事業名 こまき巡回バス運行事業 事業期間 平成９年度

事
業
の
概
要
・
展
開

小牧市まちづくり推進計画
（R5年～R8年） 分野別計画編

基本
施策

24
展開
方向

・平成９年度　　　運行開始（平成１０年３月から）　※平成１０年４月から有償運行開始
・平成19年度　　ルート・ダイヤ再編、車両を4台から8台へ増車
・平成23年度　　65歳以上料金無料化
・平成27年度　　南部、中部、西部及び北里地区ルート・ダイヤ再編、車両を8台から13台へ増車
・平成28年度　　北部、東部地区ルート・ダイヤ再編、車両を13台から18台へ増車
・令和２年度　　   ルート・ダイヤ再編
・令和８年度　     ルート・ダイヤ再編運行開始予定

～ 令和９年度以降

担当部 都市政策部 担当課・担当係 都市整備課　交通政策係

2

事業の目的・効果


